
本年度最初にお届けする「ネットワーク35号」は、鈴木会長のごあい
さつ、栃木市立栃木第三小学校の五味教頭先生から栃木市立静和小学校
の柴﨑教頭先生にバトンパスされました「となりの社教主事」、そして、
今夏、宇都宮大学や国立教育政策研究所社会教育実践研究センターにて
社会教育主事講習を修了しました“ニューフェース”の皆さんのご紹介
を中心に御案内いたします。
今年度も“新たな仲間”をお迎えし、さらに下都賀地区の生涯学習を

振興し、社会教育を力強く推進していきたいと考えております。これか
らも本会にお力添えをくださいますようよろしくお願いいたします。

「地域の風を学校に！」 下都賀地区生涯学習研究会 会長
栃 木 市 立 都 賀 中 学 校 校長 鈴木 正俊

社会教育行政から学校に復帰して５年になる。「学社連携融合」、「学校教育と社会教育は車の
両輪」、「地域の教育力を学校教育に」等、行政時代に学校に対し、かなりのプレッシャーをかけ
続けてきた。しかし、いざ学校に戻ってみると頭では理解していながらなかなか実践できない自
分に情けなく思っていた。
今年都賀中赴任３年目で、ついに長年の夢に描いていたものを実現した。それは、「都賀中街

角ギャラリー」とでも言えるのか、都賀地区住民の文化芸術作品を都賀中学校に展示させていた
だき生徒に鑑賞の機会を設け、地元でもこのようなすばらしい作品を制作する人々がいることを
知らせると共に、都賀中生の文化芸術への関心力を高めることを目的としている。
都賀中の地域連携教員の森田教諭が都賀地区文化協会と何度も話し合いを持ち、絵画・押し花

・書道等のすばらしい作品を展示させて
いただき、年２・３回程度定期的に作品
を入れ替える予定になっている。生徒の
中には、「これおばあちゃんの作品だよ」
と、友だちに自慢する姿があり、都賀地
区の教育力の活性化に少しでも貢献でき
たことに喜びを感じている。

リレー「となりの社教主事30」
近況報告、前略、五味先輩

栃木市立静和小学校 教頭 柴崎 智正
「隣の社教主事」の指名ありがとうございます。16年の主事講習以来、この日を待っていま

した。思い返せば五味先輩の背中を追いかけてきた10年間だったように思います。
今、私は静和小でアシストネット担当や地域連携教員として、社教主事有資格者スピリット

を忘れないように日々過ごしています。
五味先輩にもお話したことがあったでしょうか？本校には、岩舟支所健康福祉課所管のふれ

あい室が設置され、日常的にお年寄りとの交流をしています。お陰様で、私も長治さん、栄作
さん、ウメ子さん、トク子さんなど、70歳台、80歳台の友人がたくさんできました。いつか五
味先輩が言っていた「幅広い友人との付き合いが人間を大きくさせる」と言った言葉を実感し
ています。
報告文書の多さに辟易しがちな毎日ですが、自分なりのふれあい学習をローカルエリアで進

めながら、楽しく勤務したいと思っています。これからも、ご支援、よろしくお願いします。
まずは、近況報告まで！ 草々

ＰＳ 今度、ファレノプシスの株分けについて伝授してください。
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シリーズ「事例から学ぶ41」
「夏休み。ボランティアで成長！！！」

県立小山南高等学校 教諭 針谷 英子

小山南高校では生徒によるボランティア活動を推進している。今年の夏休みも、延べ70名の生徒
が様々なボランティア活動に参加した。毎年恒例のボランティア活動が多い中、今年の夏、初めて
生徒が参加した活動がある。太平少年自然の家主催の小学生対象の防災キャンプ、どきどきキャン
プｉｎ太平＆芳賀だ。本校生徒は、小学生達と共に活動するボランティアリーダーとして参加した。
防災を意識したハードな日程にも関わらず、4人の生徒が参加を希望
した。友人と楽しい夏の思い出を作れるかも、と軽い気持ちで参加し
た生徒、知らない人と話すことが苦手だから、自分を変えたいと勇気
を出した生徒。きっかけは様々であるが、終わってみれば、数日間の
間に大きな自信をつけて帰ってきてくれた。
後で知ったのだが、本校がボランティア活動に力を入れていると知

って、ボランティアの案内をくださったとのこと。一本の電話から始
まった、生徒達にとって最高の4泊5日、夏の思い出。「また参加した
い！」と話す、生徒達の笑顔が眩しい。

雑感「高校生のまち・栃木」をめざして
県立学悠館高等学校 教諭 阿部 治

皆さんもご存じの通り栃木市内には９つの高校と高等部があります。この小さな地方都市にこれ
だけの高校があり、多くの高校生が栃木市に通ってきているという優位性に栃木市民は気づいてい
ないのが現状です。そして、残念なことに市外から通う高校生のほとんどが、三年間過ごした栃木
市に何の印象ももたないまま卒業してしまいます。
これまで栃木市にとってきわめて大きな財産である高校生の存在をみすみす見逃してきたわけで

すが、ついに昨年度から高校生を巻き込む二つの動きが始まりました。
一つは栃木市教育委員会生涯学習課が中心になって始めた「高校生の
居場所づくりプロジェクト」。もう一つは小山高専の進める「総合防災
事業プロジェクト」への高校生の参加でした。この春にこの二つの動
きが合流して高校生のまちづくりグループ「とちぎ高校生蔵部」が結
成され活動を始めています。これからの課題は、蔵部に参加する高校
生がこの活動を通じていかに成長しているかを各高校に伝え、高校側
に理解、協力してもらえる態勢づくりをしていくことです。なかなか
厚い壁ですが････「めざせ！高校生のまち・栃木」

第１回研修会・懇親会報告

5月17日（土）栃木市ニューアプロニーにお
いて平成26年度下都賀地区生涯学習研究会総会
並びに第１回研修会が開催されました。研修会
は、『これからの生涯学習の方向性と社会教育
主事及び社会教育主事有資格者の役割』につい
て栃木県教育委員会事務局生涯学習課長の上田
裕司氏が御講演くださりました。栃木県の社会
教育の動向や私たち有資
格者への期待等を知るこ
とのできる貴重な機会と
なりました。様々な気づ
きのある研修会となりま
した。

編 集 後 記
人と人、学校と家庭、地域と学校・・・さまざまな「つながり・絆」に支えられ、私たちは優し

く、強くなっていけるのだと常々感じております。「ネットワーク」は、今年度も皆様にご協力いた
だきながら、たくさんの「つながり・絆パワー」をお届けしていきたいと思います。よろしくお願
いいたします。（Ｎ）

◇第２回研修会案内◇

第２回研修会
「下都賀地区ふれあい学習研修会」
～ステップアップ研修Ⅰ～
◇日時 平成26年11月20日（木）

13:30～16:30
◇場所 栃木市サンプラザ

（栃木駅北口 徒歩で約３分）

【懇親会】
※研修会場と同じ
◇時間 17:30～19:30（予定）
◇会費 5,000円
※申込みにつきましては別紙にてお願いいた
します。


